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学校臨床心理実習　こぼれ話
―第 ５回立正大学心理学研究所発表会から―
岡本　淳子
　平成28年 １ 月１9日（火）には、学部授業「心理療法」で、最終講義（「私と心理臨床」）を学部生を主な対象に
して行ったところでした。約 １か月後にあたる 2月１7日（水）教授会後、第 ５回心理学研究所研究発表会におい
て、退職者記念研究発表を行いました。本研究所研究発表では、研究員の先生方対象の発表会であることを前提
として、学校臨床心理実習を運営する教員の立場で、それにかかわるこぼれ話をお話しいたすことにしました。
　発表終了後、あまり時間が経過していないなかで、本原稿を書くにあたり、当日発表で用いたパワーポイント
に加筆修正して、退職者特別寄稿とさせていただくことにしました。
学校臨床心理実習こぼれ話
ー第5回立正大学心理学研究所発表会ー
平成28年2月17日（水）
於：立正大学1号館第２会議室
岡本 淳子
1
“こぼれ話”とは
• 物事の本筋からはずれた、さほど重要ではないが、
ちょっとした興味を惹くような話題を意味する語。
• 「余談」とほぼ同じ意味で用いられることもある。
2
私の臨床・研究・教育
○（旧）東京都立教育研究所相談部教育相談室
・教育相談臨床
子ども～青年、家族
発達・適応に関わる課題、長期的視野に立って
生きていく様
・臨床研究
相談事例の収集と分析、学校を場に追跡研究、グループ研究
・研修
現場の教員・内地留学生
学校へのコンサルテーション（校長・教員、教育委員会、指導主事、SC）
・危機支援（学校の危機）
○スクールカウンセラー
○病院臨床（非常勤心理士） 3
アディショナルで（「社会的活動」経験）
○東京臨床心理士会
理事（運営委員）
スクールカウンセラー・担当理事（東京都SCのまとめ役・都教委との連携）
緊急支援 三宅島等
○文部科学省
教育相談に関する調査研究協力者会議 委員
中央教育審議会専門委員
○臨床心理士関係
臨床心理士養成大学院協議会編集委員
臨床心理士養成専門職大学院認証評価判定委員
臨床心理士養成指定校審査・資格審査委員
○学会活動
日本心理臨床学会
日本精神衛生学会第23回大会 大会長
日本学校メンタルヘルス学会第19回大会 学会長 4
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「臨床心理士」の始まり
• 臨床心理士資格認定協会設立 昭和63年（1988年資格誕生）
• スクールカウンセラーの導入 平成7年（1995年）
• 臨床心理士養成指定大学院制度 平成8年（1996年）
• 問題行動発生数の上昇（1975年代後半から）
• 震災（1995年阪神淡路大震災、2004年新潟中越）
• 続く災害
• 問題行動・心理的課題の広がり
（いじめ自殺、不登校、虐待、暴力など）
5
• 立正大学心理学部設置への動機づけ
• 「スクールカウンセラーになりたい」
→入試応募者数維持への貢献
スクールカウンセラーへの＜学生の憧れ＞の理由
自分の小中高校時代にSCに直接触れて
自分がSCに救われた、友人が救われた経験
先生とは異質な存在として学校時代から関心を持っていた
身近な専門家、分かりやすい。
6
スクールカウンセラーブームの到来
心理学部の誕生
平成13年（2001) 12月11日 心理学部設置準備委員会
平成13年12月12日 文部科学省認可
平成14年(2002) 1月23日 心理学部設置準備委員会
平成14年4月1日 第1回心理学部臨時教授会
平成16年(2004) 4月1日 心理学研究科設置（３専攻）
平成１７年(2005) ４月１日臨床心理士養成１種指定校
平成23年(2011) 4月1日 対人・社会心理学科創設
平成24年(2012) 4月1日 心理学研究科（４専攻に）
7
心理学部設置認可記念シンポジウム
平成14年1月26日(土） 2002年
心理学部開設を記念して、設置直前の講演会に大勢の参加者が集まった。
【講演】：「21世紀は心の時代」
－心の専門家、心理カウンセラー養成を考えるー
河合 隼雄 先生
【シンポジウム】：心理カウンセラー養成を考える
シンポジスト：斉藤勇・楡木満生・松原達哉・
岡本淳子・宮城まり子
8
文学研究科哲学専攻臨床心理学コースから
臨床心理士養成指定校申請への動き
＜申請は通らず＞
（平成14年1月 臨床心理士養成大学院指定申請）
平成14年5月19日 文学研究科哲学専攻臨床心理学コース
平成16年度開講にかかる平成14年度指定審査結果 「指定対象外」
①指導教員構成、カリキュラム、付属施設の条件 （内規第4条）
②臨床心理学コースとしての特化がなされていない。カリキュラムが上位カリキュ
ラム構成の中に埋没。担当教員、入試方式すべての点で。
③平成15年文部科学省への哲学専攻改組にともなう臨床心理士学コースの明確化、
④在籍院生への不都合の課題。
9
平成14年8月1日 謝罪の会
～指定校断念 文学研究科学生対象～
＜学生から＞
平成14年9月1日付 立正大学大学院「臨床心理士」指定校申請に
関する申し入れとお願い
１．最大限の努力を。
２．公文書による説明・謝罪を。
３．院生個別面接を。
４．他大学受験に備えて、学費返却を。
＜経過報告の会＞
「大学院臨床心理学専攻コース指定に関する連絡会議」の開催3回
10
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事態の解明と学内での働きかけ 平成14年9月24日～平成15年12月
協会との協議を重ねるのと、学内での働きかけ
①「兼担」の解釈（学部とのねじれがなければ「専任教員」）
②「専任」の審査（辞令・教授会議事録）（研究科委員会メンバー）
（院生論文審査担当）（担当授業と研究業績）（カリキュラム・大学のポリシー）
③入試（臨床心理専門独自で・面接は臨床教員）
④心理臨床相談室（「心理臨床」等、学生相談室との組織的分離独立）
⑤学生の心理臨床教育の確認（規程、場所、室数、機能、有料、指導・教育・SVの実態）
④要ヒアリング 8か月間実態経過を見て
厳しい評価、了解が得られるのに、複数回の協議を経て相当なやりとりを行った。
11
平成16年(2004) 4月1日 心理学研究科の創設
・臨床心理学専攻
・応用心理学専攻
平成16年(2004) 4月5日
「臨床心理士養成指定コース 指定証」
・対象専攻（コース）：立正大学大学院心理学研究科
臨床心理学専攻（昼夜開講制）
・指定種目：第１種
・指定期間：平成17年(2005) 4月1日より 向こう4年間（平成21年3月31日まで)
・附記事項：平成15年4月1日以降入学の
文学研究科哲学専攻臨床心理学コース入学者にも遡及可。
12
公認心理師法成立 平成27年9月16日第189国会
～新たな動きに向けて～
第一条
・・・（略）国民の心の健康の保持増進に寄与することを
目的とする。
第二条
「公認心理師」とは・・・（略）、公認心理師の名称を用いて保健
医療、福祉、教育その他の分野において、心理学に関する専門
的知識および技術をもって、次に掲げる行為を行うことを業とす
る者をいう。（略）
13
社会の情勢の変化：臨床心理士に求められる動きの変容
問題行動の広がりと質の変容
＜ニーズの拡大＞
• 「どの子にも起こりうる」 登校拒否(1992文部科学省)
• 震災（1995) 即戦力が求められる
• 災害被災者支援(1998阪神)(2004.2007中越)等
• 発達障害者支援法（2004) 特別支援教育の意味
• いじめ自殺と、いじめ防止対策推進法（2013)
• 自殺対策基本法（2006)
• 児童虐待の防止に関する法律(2000)、障害者虐待防止法（2011)
14
学校内における暴力行為発生件数
（平成２７年文部科学省）
15
不登校児童生徒推移
(平成２７年文部科学省）
16
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学年別不登校児童生徒数のグラフ
（平成２７年文部科学省）
17
学生たちの学びには？
• 即戦力が求められるところだが・・・
• 実習現場に出るということ（厳しい要請、総合力が勝負）
• 心理臨床が究極何を目指していくか、
何を求めていくかのスタンス
• 被災者支援
• 発達障害への支援
• スクールカウンセリング
18
そういう中での院教育
• 理論の学び
• 理論と実践の架橋
• 実践をイメージしながらの理論の学び
• 実践を考える力
• 基礎の学びと応用の学びの合体
• どれくらい基礎に力をかけるか
• 課題をどこにおくか
• 自分の中で（教員自身）のスタンス
• 修了後の進路へのイメージ作り
19
学生にとって学校（実習）に行く、ということ
• 社会の中に入るということ
（手続き、挨拶、自分を知ってもらうことから、環境に溶け込むこと）
• その過程で学ぶ
（ホウレンソウの重要性、現実社会の厳しさに直面する、考えること）
・学校に入ってみて
自分が経験してこなかった環境を見る
「スタッフ側として学校にいること」
自分の位置、距離感
20
実習生は、何を学ぶか 金・水﨑ら（2012）
～SC配置日と実習日の決定の関係から～
21
学校臨床心理実習における成果（ｎ＝212，複数回答）
学校臨床心理実習における成果 佐藤・水﨑ら（2013）
～院教員、院実習生の認識の違い～
22
上段 青：実習生が感じる成果
下段 赤：教員が感じる成果
特に一貫した方針は
ない
実習日とSCの来校
する曜日は異なる
実習日とSCの来校
する曜日は原則同じ
である
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学校臨床心理実習における課題（ｎ＝212，複数回答）
学校臨床心理実習における課題 佐藤・水﨑ら（2013）
23
上段 青：実習生が感じる課題
下段 赤：教員が感じる課題
～院教員、院実習生の認識の違い～
学校臨床心理実習への成果の認識
＜大学院教員と実習生が共通してあげる成果＞
・「子どもの実態を知る」（生活、成長、問題行動、集団）
・「学校教育が目指しているものを理解し、教育と心理臨床の
違いについて、洞察を得る」
＜大学院教員と実習生によってあげる成果の違い＞
・実習生 「自発的に開拓していくことの重要性の理解」
「子どもを支える家族の意義の理解」 に高い傾向
24
円滑化につながった働きかけ（ｎ＝53 複数回答）
26
実習運営の円滑化 佐藤・岡本ら（2012）
27
岡本（2012）
＜大学院＞
院内システム構築
院内実習コーディネート
危機管理・対応
サポート体制
（指導・SV・サポート）
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
）
・ 実習派遣前
の運び
・ 教育委員会
・ 学校からの
要請と
契約
・ サポート体制
の構築
・ 危機対応・ 臨床心理の専門性
の浸透
・ コ ーディネ の
際の理念
＜学校＞
校内システム構築
教育相談会議
（教育相談システム運営・SC・
実習生）
危機対応時の連携
臨床心理専門的
力量の成長
直接的援助業務
メタ援助業務
成立基盤
臨床心理面接
（子どもの話し相手）
臨床心理アセスメント(見立て)
学校組織・教員との連携
「場」の特徴の把握
他職種との連携・調整
援助環境の形成
※中村（2005）を加筆修正
学校臨床心理実習における臨床心理の専門性を育てるシステム構築
教育委員会
28
岡本ら（2013）
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29
まとめてみると
１．心理臨床を実践する力
理論と実践
２．実践のトレーニング＝実習
学生にとっては、世界が広がる大きなきっかけ、
充足感大きい
教員にとっては、はじめから終わりまで、
困難（内部、外部）が伴う。
30
３．社会の中で心理臨床への拡大する要請
・学生には見えにくい（目の前のことに集中）
・広い視野から、情報を受け入れられるように
・自分の関わっていることへの認識
４．改めて
学部での基礎
修士での基礎
「学ぶ姿勢」や「構え」、「理解」が基本
31
５．こぼれ話
• 学校は求めている←→活用の難しさ
• SCとの学び （個人、組織の観点）
• 実習生複数派遣の功罪
• インシデントと危機対応
• 学校の厳戒態勢を知る
• サポート体制の重要性
• 教員の姿勢と院生の育ち
学生の姿勢、まじめ、文献研究（ー）
• 学内体制の持つ大きさ
実習を支える要として
32
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　本報告にありますように、１0年余りに及ぶ実習の遂行を重ねることにより、学外の実習にあたっては、学内外
の多くの連携が、実習を円滑に進められることの鍵になっていることが分かりました。学校臨床心理実習におい
ては、教育委員会や学校管理職、関係する教員の方々、大学院教員、院生の多くの協力のもとに行われました。
教育委員会指導室との打ち合わせ場面、校長会で実習生に挨拶をさせた場面、危機対応を学校管理職と打ち合わ
せした場面、院生と SVで語り合った場面など、さまざまな記憶が浮かびます。
　実践的アプローチや、そこでの連携のあり方は相手により違いが大きいものです。立正大学大学院だけでなく、
全国的にも視野を広げて調査研究や実践研究を合わせて行うことにより、教員の視点と院生の視点にはそれぞれ
普遍的な視点や考え方もあることが分かり、実習運営をする立場で揺らがない構えや姿勢をもっていることが重
要なことも分かりました。また、日常の院内での授業や実習実践および研究的アプローチを通して総合的に考え
ることにより、臨床心理士養成に関わる基本的な課題についても、振り返る機会を多く持ちました。この側面に
ついては、今後も大事に温めながら、より追求し、検討していく課題と認識しています。
　実践中は苦しい場面も多かった実習ですが、大学院修了生にとっては特に、実習経験が、臨床現場に出て業務
にあたる上で大きな支えになっていることを修了生たちからよく語られます。実習生の派遣は大学院にとっても、
学校にとっても、関わるすべての立場の人に大きな学びをもたらしたことを感じており、互いに感謝しあう実際
であったと認識しています。公認心理師はじめスクールカウンセラーの制度も変わっていくことが見通されてい
る現在、社会のニーズが大きく変動する中で、彼らのまじめさと粘りがさらなる発展につながることを祈ってや
みません。
